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前田育徳会尊經閣文庫分館第2展示室

書院を飾るⅡ加賀の俳人たち
－絵画と調度－－軽妙な俳画の世界－
4月1日（木）～4月20日（火）
会期中無休

4月1日（木）～4月20日（火）
会期中無休

か
つ
て
の
加
賀
藩
主
、
前
田
家
に
伝
え
ら
れ
た
数
々
の

美
術
工
芸
品
を
公
開
展
示
す
る
、
前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文

庫
分
館
の
春
の
特
集
展
示
と
し
て
「
書
院
を
飾
る
」
を
紹

介
し
ま
す
。
加
賀
百
万
石
と
い
う
大
藩
の
藩
主
と
し
て
の

格
式
と
も
言
え
る
「
文
武
両
道
」
の
精
神
を
、
感
じ
取
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

大
名
の
公
式
行
事
に
用
い
ら
れ
た
広
間
に
は
、
床
の

間
・
違
い
棚
・
付
書
院
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
が

飾
ら
れ
る
専
用
の
空
間
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
飾
り
付
け
に
用
い
ら
れ
た
花
生
・
香
炉
・
文
房
具
な

ど
の
品
々
は
、
い
ず
れ
も
貴
重
な
品
ば
か
り
で
し
た
。
ま

た
床
の
間
に
は
大
幅
の
絵
画
が
飾
ら
れ
、
い
か
に
も
大
藩

の
藩
主
の
持
ち
物
に
ふ
さ
わ
し
い
今
回
の
展
示
を
ご
堪
能

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

七
宝
花
菱
蒔
絵
花
台

箱
書
に
「
御
花
臺

果
李
蒔
繪
花
輪
違
／
元
禄
九
丙
子

暦
二
月
十
五
日
御
拝
領
之
／
御
花
入
被
居
之
為
御
用
被

仰
付
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）

に
徳
川
家
よ
り
拝
領
し
た
花
入
を
置
く
た
め
に
作
ら
れ
た

花
台
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

木
地
は
花
梨
を
使
用
し
て
お
り
、
漆
下
地
を
施
さ
ず
、

直
接
上
面
に
花
菱
に
七
宝
繋
の
文
様
を
蒔
絵
で
施
し
た
木

地
蒔
絵
で
、
側
面
に
は
同
じ
く
蒔
絵
で
唐
草
文
様
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
制
作
年
代
が
明
ら
か
な
た
め
、
近
世
の
漆

工
資
料
と
し
て
も
貴
重
な
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
二
展
示
室
で
は
、
先
月
に
引
き
続
き
特
集
展
示
「
加

賀
の
俳
人
た
ち－

軽
妙
な
俳
画
の
世
界－

」
を
開
催
し
ま

す
。
今
号
の
美
術
館
だ
よ
り
で
は
、
展
示
作
品
の
中
か
ら

『
俳
諧
百
一
首
図
幅
』
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
歌
に
百
人
一
首
あ
り
、
連
歌
に
連
歌
仙
あ
り
」
と
述

べ
、
そ
れ
に
習
い
著
名
な
俳
人
百
人
の
肖
像
と
そ
の
句
を

記
し
た
『
俳
諧
百
一
集
』
を
著
し
た
の
は
、
越
中
国
の
俳

人
・
康
工
で
す
。
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
京
都
で
刊

行
さ
れ
、
ま
た
た
く
間
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
本
書

に
は
、
北
枝
・
万
子
・
秋
之
坊
・
千
代
尼
・
珈
凉
・
麦

水
・
闌
更
・
希
因
な
ど
、
加
賀
の
俳
人
も
多
く
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
れ
ら
百
人
の
俳
人
の
姿
と
句
を
、
六
曲
一

双
の
屏
風
と
し
て
仕
上
げ
た
の
が
、
八
代
梅
田
九
栄
で

す
。
加
賀
藩
の
御
用
絵
師
で
あ
っ
た
九
栄
は
ま
た
、
年
風

と
名
乗
る
俳
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
屏
風
は
複
数
あ
り
ま

す
が
、
今
特
集
で
は
、
屏
風
仕
立
て
を
意
識
し
た
十
二
幅

か
ら
成
る
軸
装
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

狩
野
派
に
学
ん
だ
年
風
で
す
が
、
こ
こ
で
は
軽
妙
な
筆

致
で
人
物
を
描
き
出
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
に
『
百
一

集
』
で
選
ば
れ
な
か
っ
た
蕪
村
を
描
き
、「
順
礼
の
目
鼻

書
ゆ
く
瓢
か
な
」
の
歌
を
記
し
ま
す
。
加
賀
の
女
性
俳
人

と
し
て
知
ら
れ
る
千
代
尼
（
尼
素
園
）
と
珈
凉
の
姿
を
向

か
い
合
う
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
も
、
興
味
深
い
と
こ
ろ

で
す
（
写
真
）。
同
時
代
を
生
き
、
対
称
的
な
歌
を
詠
ん

だ
二
人
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。「
落
て
る
や
日
に
日
に
水

の
恐
敷
」（
千
代
尼
）、「
め
い
月
や
掃
と
も
�
�
松
の
陰
」

（
珈
凉
）
の
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
百
人
そ
れ
ぞ
れ

の
俳
人
の
姿
を
、
歌
と
と
も
に
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
、

温
か
み
の
あ
る
作
品
で
す
。

七宝花菱蒔絵花台俳諧百一首図幅（部分）
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企画展Topics

石川県立美術館の半世紀の歩み
4月25日（日）～5月16日（日）

会期中無休

石
川
県
立
美
術
館
は
昭
和
三
十
四
年
に
開
館
し
た
石
川
県
美
術
館
を

母
胎
と
し
て
、
規
模
を
拡
大
し
、
設
備
を
充
実
さ
せ
て
昭
和
五
十
八
年

に
現
在
の
地
に
開
館
し
ま
し
た
。
ま
た
平
成
十
九
年
か
ら
二
十
年
に
か

け
て
約
一
年
間
休
館
し
、
バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
化
や
収
蔵
庫
の
増
設
な
ど
大

規
模
な
改
修
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
親
し
み
や
す
い
美
術
館
と
し
て
再

出
発
し
ま
し
た
。
こ
の
五
十
年
間
、
石
川
県
立
美
術
館
は
、
文
化
立
県

を
標
榜
す
る
石
川
県
に
お
け
る
美
術
工
芸
の
伝
統
を
ふ
ま
え
、
豊
か
な

美
術
文
化
の
創
造
と
推
進
を
は
か
る
拠
点
と
し
て
、
全
国
的
に
注
目
さ

れ
る
展
覧
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
地
域
文
化
の
集
積
と
し
て
特
に

藩
政
期
か
ら
現
在
に
至
る
石
川
県
ゆ
か
り
の
美
術
工
芸
品
や
、
日
本
美

術
史
上
注
目
さ
れ
る
作
品
を
収
蔵
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
美
術
品
の

収
蔵
点
数
は
旧
館
開
館
時
の
十
倍
以
上
と
な
る
、
総
計
三
千
点
を
こ
え

る
ま
で
に
充
実
し
ま
し
た
。

「
石
川
県
立
美
術
館
半
世
紀
の
歩
み
」
と
題
し
た
本
展
は
、
石
川
県

立
美
術
館
の
所
蔵
品
の
中
か
ら
、
県
民
に
広
く
愛
好
さ
れ
、
ま
た
全
国

的
な
評
価
も
高
い
秀
作
を
約
二
百
五
十
点
選
り
す
ぐ
り
、
企
画
展
示
室

三
室
と
、
前
田
育
徳
会

尊
經
閣
文
庫
分
館
を
除
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

示
部
門
の
全
展
示
室
を
活
用
し
、

一
挙
に
公
開
す
る
も
の
で
す
。

数
年
間
の
サ
イ
ク
ル
で
よ
う
や

く
全
貌
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
名
品
・
名
作
の
数
々

を
、
古
美
術
、
近
現
代
工
芸
、

近
現
代
純
粋
美
術
の
ジ
ャ
ン
ル

ご
と
に
一
度
に
鑑
賞
で
き
る
ま

た
と
な
い
機
会
で
す
。
本
展
の

開
催
を
と
お
し
て
、
地
域
に
根

ざ
し
た
美
術
館
と
し
て
今
後
の

さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

第
６６
回
現
代
美
術
展

四
月
三
日（
土
）〜
二
十
日（
火
）
会
期
中
無
休

（
第
３
〜
９
展
示
室
）

文
化
功
労
者
、
日
本
芸
術
院
会
員
、
人
間
国
宝
ら
の
委
嘱
作
品
を
は
じ
め
、

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
の
六
部
門
で
寄
せ
ら
れ
た
一
般

公
募
の
力
作
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

部

門

日
本
画（
第
８
・
９
展
示
室
）

写
真
（
第
７
展
示
室
）

彫
刻
（
第
３
展
示
室
）

工
芸
（
第
４
・
５
・
６
展
示
室
）

金
沢
２１
世
紀
美
術
館
で
は
洋
画
・
書
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

入
場
料
（
金
沢
２１
世
紀
美
術
館
と
共
用
）

団
体
は
二
〇
名
以
上

開
館
時
間

午
前
九
時
三
〇
分
〜
午
後
六
時

毎
週
金
曜
・
土
曜
日
は
午
後
八
時
ま
で
開
館

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

一

般

大
高
生

中
小
生

当

日

一
〇
〇
〇
円

六
〇
〇
円

五
〇
〇
円

前
売
り

九
〇
〇
円

五
〇
〇
円

四
〇
〇
円

団

体

八
〇
〇
円

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

重文 秋月等観 西湖図
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平成21年度の
コレクション展示室を振り返って

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
で
は
、
展
示
に
あ
た
っ

て
月
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
け
、
さ
ら
に
八
本
の
特

別
陳
列
と
十
四
本
の
特
集
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
で
は
、
特
別
陳

列
と
し
て
「
国
宝

北
山
抄
」
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。『
北
山
抄
』
は
藤
原
公
任
の
手
に
な
る
も
の

で
、
朝
廷
で
行
う
祭
事
、
朝
儀
、
四
季
の
行
事
に

関
す
る
形
式
な
ど
を
研
究
す
る
有
職
故
実
の
一
つ

で
す
。
源
高
明
の
『
西
宮
記
』、
大
江
匡
房
の

『
江
家
次
第
』
と
と
も
に
「
後
世
の
亀
鑑
」
と
仰

が
れ
有
職
故
実
の
書
の
中
で
も
別
格
扱
い
と
さ
れ

ま
し
た
。
本
展
で
は
そ
の
三
書
を
そ
ろ
え
て
公
開

で
き
た
こ
と
に
加
え
、
北
陸
大
学
教
授
長
谷
川
孝

徳
氏
に
よ
る
有
職
故
実
の
講
演
会
も
あ
っ
て
、
鑑

賞
者
に
は
平
安
時
代
以
来
の
儀
式
に
関
し
て
理
解

が
深
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
「
本
阿
弥
光
悦
の
手
紙
」
で
は
、
加
賀
藩

の
重
臣
今
枝
氏
に
宛
て
た
二
十
三
通
の
手
紙
を
公

開
し
ま
し
た
。
当
館
の
嶋
崎
丞
館
長
に
よ
る
光
悦

と
加
賀
藩
と
の
関
わ
り
を
示
し
た
講
演
会
に
は
大

勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

「
大
名
夫
人
の
調
度

婚
礼
調
度
を
中
心
に
」

で
は
、
前
田
家
十
三
代
藩
主
斉
泰
に
将
軍
家
よ
り

嫁
い
だ
溶
姫
が
持
参
し
た
婚
礼
調
度
を
公
開
し
ま

し
た
。
溶
姫
を
迎
え
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
御
守

殿
門
が
、
現
在
東
京
大
学
に
あ
る
「
赤
門
」
で
す
。

婚
礼
に
際
し
て
江
戸
城
か
ら
そ
の
門
ま
で
溶
姫
の

通
っ
た
道
筋
を
た
ど
り
、
屋
敷
内
の
書
院
に
そ
の

調
度
が
納
め
ら
れ
た
様
子
や
、
後
年
金
沢
城
へ
ど

の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
と
っ
て
入
っ
た
か
と
い
っ
た

内
容
で
、
郷
土
史
家
野
村
昭
子
氏
に
よ
る
講
演
会

を
行
い
ま
し
た

第
２
展
示
室
で
は
、
日
本
の
色
絵
陶
磁
器
の
流

れ
を
紹
介
す
る
「
色
絵
の
系
譜
」
と
久
隅
守
景
展

に
あ
わ
せ
て
室
町
か
ら
江
戸
初
期
の
山
水
、
花
鳥
、

人
物
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
狩
野
派
の
誕
生
」
の
二

本
の
特
別
陳
列
と
「
浮
世
絵
」「
加
賀
の
俳
人
た

ち
」
な
ど
の
特
集
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

近
現
代
美
術
で
は
、「
染
め
の
変
遷
」
と
「
動

物
彫
刻
」
と
い
う
二
つ
の
特
別
陳
列
の
ほ
か
、
第

３
展
示
室
で
十
二
月
と
三
月
に
「
田
井
淳－

無
限

の
中
へ
」「
三
浦
泉
展
」
と
い
う
二
つ
の
特
集
展

示
を
開
催
し
ま
し
た
。
一
九
五
〇
年
代
生
ま
れ
で

現
在
も
活
躍
中
の
お
二
人
に
、
そ
の
制
作
の
軌
跡

を
語
っ
て
い
た
だ
く
講
演
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
夏
休
み
親
子
で
楽
し
む
美
術
館
の
テ
ー

マ
は
「
親
子
で
つ
む
ぐ
二
十
二
の
物
語
」
と
し
ま

し
た
。
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
の
分
野
か
ら
物
語
性

や
テ
ー
マ
性
の
高
い
も
の
を
選
び
、
親
子
で
作
品

を
前
に
対
話
を
繰
り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
を

意
識
し
ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た
セ
ル
フ
ガ
イ
ド
や

作
品
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
も
と
に
、
参
加
さ
れ
た
親

子
の
皆
さ
ん
に
は
た
く
さ
ん
の
物
語
が
生
ま
れ
た

よ
う
で
し
た
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
へ
は
毎
月
の
第
一
月
曜

日
に
無
料
入
場
で
き
る
と
い
う
情
報
が
、
次
第
に

皆
さ
ん
に
広
ま
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
展
示

に
も
多
く
の
人
に
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大名夫人の調度

親子でつむぐ22の物語

動物彫刻
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今年度も目白押しの当館行事

共
通
連
続
し
た
テ
ー
マ
を
希
望
さ
れ
る
方
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

昨
年
度
の
講
座
は
十
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
「
日
本
美
術
史
」
を
と
り
あ
げ

ま
し
た
。
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
の
分
野
ご
と
に
歴
史
を
た
ど
り
ま
し
た

が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
受
講
者
が
増
え
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。
こ

う
し
た
方
針
を
引
き
継
ぎ
、
本
年
度
は
年
間
を
通
し
た
テ
ー
マ
を
「
石

川
の
美
術
」
と
し
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
の
五
月
八
日
に
第
一
講
を
行
い
、
夏
休

み
と
年
末
年
始
な
ど
を
除
く
ほ
ぼ
毎
週
土
曜
日
の
午
後
、
全
三
十
回
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
次
号
以
降
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
本
年

度
開
催
予
定
の
「
石
川
県
立
美
術
館
の
半
世
紀
の
歩
み
」「
加
越
能
の

美
術
」
と
い
う
企
画
展
と
も
関
連
づ
け
て
、
石
川
に
伝
わ
る
古
代
・
中

世
の
美
術
か
ら
最
近
年
の
美
術
ま
で
を
、
時
代
・
作
者
・
作
品
な
ど
の

切
り
口
で
テ
ー
マ
ご
と
に
と
り
あ
げ
ま
す
。

二
年
目
を
迎
え
る
加
賀
百
万
石
の
文
化
講
座
は
、
昨
年
と
同
様
に
日

曜
の
午
後
に
開
催
し
ま
す
。「
藩
主
所
用
の
甲
冑
」
や
「
芳
春
院
の
古

典
文
学
」
な
ど
前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
の
展
示
に
あ
わ
せ
、
前

田
家
、
加
賀
藩
、
尊
經
閣
文
庫
を
紹
介
す
る
四
回
の
講
演
会
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
ビ
デ
オ
鑑
賞
会
を
十
五
回
ほ
ど
行
い
ま
す
。

日
曜
の
午
後
、「
日
本
の
美
」
の
シ
リ
ー
ズ
か
ら
毎
回
二
本
ず
つ
上
映

し
ま
す
。
秋
以
降
来
年
度
に
掛
け
て
は
「
世
界
・
美
の
旅
」
シ
リ
ー
ズ

（
全
三
十
タ
イ
ト
ル
）
で
ル
ノ
ワ
ー
ル
や
セ
ザ
ン
ヌ
な
ど
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

小
学
生
対
象
の
キ
ッ
ズ
☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
な

ど
の
鑑
賞
講
座
を
五
回
、
日
曜
の
午
後
に
行
い
ま
す
。
ま
た
夏
休
み
に

は
、
学
年
別
に
制
作
体
験
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
体
験
講
座

だ
け
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
六
月
号
の

美
術
館
だ
よ
り
で
ご
案
内
し
ま
す
。

ほ
か
に
石
川
県
移
動
美
術
展
や
学
校
出
前
講
座
も
行
い
ま
す
。
大
勢

の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
春
各
地
で
注
目
の
展
覧
会

◆
京
都

「
没
後
四
〇
〇
年

長
谷
川
等
伯
」

四
月
十
日（
土
）〜
五
月
九
日（
日
）

京
都
国
立
博
物
館

特
別
展
示
館

京
都
市
東
山
区
茶
屋
町
五
二
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
七－

五
二
五－

二
四
七
三

国
宝
「
松
林
図
屏
風
」「
楓
図
壁
貼
付
」
な
ど
国
宝
三
件
、
重
文
三
十
件
を

含
む
約
八
十
件
が
集
結
。
ず
ら
り
と
並
ぶ
等
伯
を
一
堂
に
鑑
賞
で
き
る
機
会
は

滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
静
岡

「
伊
藤
若
冲

ア
ナ
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
」

四
月
十
日（
土
）〜
五
月
十
六
日（
日
）

静
岡
県
立
美
術
館

静
岡
市
駿
河
区
谷
田
五
十
三
ー
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
四－

二
六
二－

三
七
三
七

近
年
、
華
麗
で
独
自
な
色
彩
感
覚
で
そ
の
名
を
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
伊
藤
若
冲
。
本
展
は
そ
の
若
冲
が
生
涯
描
き
続
け
た
水
墨
作
品
を
中
心

に
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
京

開
館
記
念
展
「
マ
ネ
と
モ
ダ
ン
・
パ
リ
」

四
月
六
日（
火
）〜
七
月
二
十
五
日（
日
）

三
菱
一
号
館
美
術
館

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二－

六－

二

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
三－

五
七
七
七－

八
六
〇
〇

パ
リ
の
オ
ル
セ
ー
美
術
館
が
共
同
企
画
す
る
本
展
は
、
マ
ネ
作
品
を
ま
と

ま
っ
た
形
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
明
治
期
の
原
設
計
か
ら

忠
実
に
復
元
さ
れ
た
美
術
館
の
建
物
と
と
も
に
楽
し
め
ま
す
。
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展覧会回顧

平成21年度 移動美術展
会期：2月19日（金）～2月28日（日）

毎
年
開
催
し
て
い
る
移
動
美
術
展
は
、
本
年
二
月
十
九
日
か
ら
二
十
八

日
ま
で
、
白
山
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
白
山
市
鶴
来
総
合
文

化
会
館
﹇
ク
レ
イ
ン
﹈
で
、
二
階
の
研
修
室
三
室
と
通
路
に
沿
っ
て
設
置

さ
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
研
修
室
に
は
、

空
間
を
仕
切
る
移
動
壁
面
や
平
面
の
作
品
を
展
示
す
る
た
め
の
フ
ッ
ク
、

ワ
イ
ヤ
ー
が
備
え
ら
れ
て
お
り
、
改
め
て
仮
設
の
パ
ネ
ル
等
を
設
置
す
る

必
要
が
な
く
、
展
示
作
業
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地

元
ゆ
か
り
の
作
家
や
、
石
川
県
を
代
表
す
る
作
家
の
作
品
な
ど
五
十
三
点

を
展
示
し
た
中
で
、
今
回
は
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
が
使
用
で
き
た
こ
と
で
、
陶

芸
・
漆
芸
・
染
織
・
金
工
・
木
竹
工
・
人
形
な
ど
の
工
芸
作
品
、
さ
ら
に

は
日
本
画
の
屏
風
作
品
も
陳
列
す
る
こ
と
が
で
き
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
だ
内
容
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

白
山
市
と
い
え
ば
、
白
山
麓
か
ら
日
本
海
に
か
け
て
の
広
大
な
地
域
を

含
む
た
め
、
会
場
ま
で
お
越
し
い
た
だ
く
の
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
た

方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
会
期
中
は
約
一
三
〇
〇
人

の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
中
で
、
五
〇

〇
人
を
超
え
る
小
中
学

生
の
皆
さ
ん
に
熱
心
に

ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、
今

後
も
芸
術
に
親
し
ん
で
、

豊
か
な
感
性
を
育
ん
で

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
念
願
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
展
の
開

催
に
あ
た
り
、
種
々
ご

協
力
い
た
だ
い
た
関
係

の
方
々
に
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

三
月
七
日
（
日
）、
今
年
度
最
後
の
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、『
工
芸
王
国
の

ひ
み
つ
を
た
ん
け
ん
！
』
で
は
、
近
現
代
の
工
芸
の
展
示
室
を
た
っ
ぷ
り
鑑

賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
工
芸
王
国
と
い
わ
れ
る
石
川
県
で
も
、
生
活
に

使
う
「
工
芸
品
」
と
い
わ
れ
る
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
家
庭
も
増
え
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
ま
ず
工
芸
の
事
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

作
品
を
よ
く
見
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
を
し
た
ク
イ
ズ
形
式
を
取
り
入
れ
、

作
品
の
種
類
や
そ
の
特
徴
を
学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ク
イ
ズ
が
大

好
き
。
み
ん
な
本
当
に
作
品
を
よ
ー
く
見
て
ク
イ
ズ
の
答
え
探
し
に
挑
戦
し

て
く
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
正
解
の
は
ん
こ
六
個
全
部
を
も
ら
い

ま
し
た
。

雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し

た
が
、
毎
回
ご
参
加
の
方
に
加
え
、
久

し
ぶ
り
の
方
、
初
め
て
の
方
と
、
大
変

た
く
さ
ん
の
方
々
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
参
加

頂
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
来
年
度
も
、
楽
し
い
キ
ッ
ズ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意
し
て
、
皆
様
の
お

越
し
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ

四
月
中
、
土
曜
講
座
・
講
演
会
・
ビ
デ
オ
上
映
等
、

当
館
主
催
の
行
事
は
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
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友の会へご入会いただき、ありがとうございます

友の会の皆様へお知らせ

第
八
回
美
術
館
バ
ス
ツ
ア
ー

「
近
く
て
遠
い
福
井
の
旅
」

今
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
近
く
に
あ
り
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
足
を
伸
ば
せ

な
い
、
そ
ん
な
お
隣
福
井
県
を
旅
し
ま
す
。
福
井
は
文
化
財
や
庭
園
の
意

外
な
穴
場
。
今
回
も
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

開
催
日
／
五
月
二
十
三
日
（
日
曜
日
）

参
加
費
／
七
千
円
前
後
を
予
定

見
学
先
／
福
井
方
面

見
学
地
／
瀧
谷
寺
、
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
、
福
井
県
立
美
術
館
そ
の
他
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

企
画
展
示
室
入
場
券
に
つ
い
て

今
年
度
の
企
画
展
示
室
入
場
券
（
本
号
に
同
封
）

は
、
二
回
分
の
ご
利
用
が
い
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

お
一
人
様
で
の
複
数
回
利
用
や
お
連
れ
様
と
ご
一

緒
の
ご
利
用
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
ご
活
用
下
さ
い
。

二
十
一
年
度
収
蔵
品
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
度
末
現
在
の
当
館
所
蔵
作
品
数
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で

す
。
尚
、
新
収
蔵
品
の
作
品
リ
ス
ト
、
画
像
等
の
詳
細
は
次
号
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。

次
回
の
展
覧
会

合計

５９７
２５３
３０７
７７
１４１

８２

３４４
５９７
１４５
４２
３０７
１０６
４
７４

３，０６６

２１年度
新収蔵品

１
２
３
０
２

２

２
２９
０
０
８
０
０
０
４９

２０年度末

５９６
２５１
３０４
７７
１３９

８０

３４２
５６８
１４５
４２
２９９
１０６
４
７４

３，０２７

学芸分類

１．陶磁

２．漆工

３．染織

４．金工

５．刀剣・甲冑

６．木竹・人形・
その他の工芸

７．日本・東洋画

８．油彩画

９．水彩・素描

１０．版画

１１．彫塑

１２．書

１３．考古・歴史

１４．ガラス

合 計

１
Ｆ
企
画
展
示
室
・
２
Ｆ
第
２
〜
第
６
展
示
室

石
川
県
立
美
術
館
の
半
世
紀
の
歩
み

－

収
集
し
た
名
品
・
名
作
を
一
挙
公
開－

前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館

旧
前
田
邸
を
飾
っ
た
近
代
絵
画

会
期：

四
月
二
十
五
日（
日
）〜
五
月
十
六
日（
日
）
会
期
中
無
休
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〒920-0963 金沢市出羽町2番1号
Tel:076（231）7580 Fax:076（224）9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

石川県立美術館だより 第318号
2010年4月1日発行〈毎月発行〉

ご利用案内

コレクション展観覧料
一 般 350円（280円）
大学生 280円（220円）
高校生以下 無料
※（ ）内は団体料金

今月の開館時間
午前9:30～午後6:00

カフェ営業時間
午前10:00～午後7:00

企画展 Topics

「石川県立美術館の半世紀の歩み」《作品紹介》 平成22年4月25日（日）～5月16日（日）

4月の休館日は

21日（水）～24日（土）

吉田三郎 山羊を飼う老人

重文 伝清水九兵衛 蒔絵和歌の浦図見台

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
通
信

重文 野々村仁清 色絵梅花図平水指

松田権六 蓬莱之棚

三
寒
四
温
を
通
り
抜
け
、
木
々
の
芽

吹
き
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
ま
す
。

さ
て
、
今
回
登
場
す
る
の
は
「
あ
ぶ

ら
と
り
紙
」
で
す
。
金
箔
打
紙
製
法
で

作
ら
れ
た
ふ
る
や
紙
の
あ
ぶ
ら
と
り
紙

は
、
今
や
金
沢
の
名
産
品
の
一
つ
。
最

上
級
の
吸
脂
力
が
実
感
で
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
、
お
土
産
や
行
楽

の
お
供
に
ど
う
ぞ
。

板谷波山 チューリップ

最上級あぶらとり紙 各種30枚入り350円

鴨居 玲 蛾と老人
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